
基金の名称 二名津地区水路改修工事基金

令和４年度基金造成額（交付金相当額） -

令和４年度末残高（交付金相当額） 46,229,293円（46,229,293円）

基金事業の概要

平成30年度の７月豪雨により水路が被災した。被災後は、仮設排水管を

設置し、水路として利用している。被災した水路を改修するため、本基

金を造成。

基金の処分期間 基金造成後３年以内

基金事業の目標

水路の改修を行うことによって、豪雨の際にも適切な排水が行うことが

できる。これにより、水路付近の園地及び横断している道路の防災力を

高めることを目標とする。
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